
（認特）　気候ネットワーク

パリ協定実施のための脱炭素ビジョンの
作成と普及

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

3年目
活動地域

活動内容と成果
オンライン形式で、脱炭素シナリオ・ビジョンに関連す
るセミナー・シンポジウムを開催した。全国から多様な
背景や年代の参加者があり、参加者アンケートも高評
価であった。様々な機会に情報発信を行った結果、脱炭
素シナリオや気候変動対策に関連する多数の報道につ
ながった。10月に2050年排出実質ゼロが表明され、国
全体での方向性が定まり、排出ゼロを宣言する自治体
や再生可能エネルギー 100%を宣言する企業が増加し
ており、情報提供などの連携を深めた。自治体では脱炭
素達成に向けた計画策定が増加し、意見交換やアドバ
イス等の活動を行った。

課　題
パリ協定の目標を達成するためには、各国の目標引
き上げ、対策強化が不可欠である。日本の対策強化に
向けた脱炭素シナリオとその可能性が理解されてい
ない状況がある。

目　標
科学的根拠に基づく脱炭素シナリオ・ビジョンの作成
を行い、その理解を広め、対策導入や対策実施につな
げていくための調査研究、情報提供、人材育成を行う。 〒604-8124

京都府京都市中京区帯屋町574
高倉ビル305号
電話：075-254-1011
E-mail：kyoto@kikonet.org
HP：https://www.kikonet.org/

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
訪問する面談や意見交換・会議、会
場でのセミナーなどの実施ができ
ず、活動全体に制約があった。

■工夫した点
オンライン環境の整備と、オンライ
ンのメリットをいかすことができる
ための広報や情報提供の方法につい
て検討し、実践した。

世界の脱炭素化が明確になってきており、国内も2050年排出実質ゼロ宣言から自
治体や企業も脱炭素への方向が強まっている。この状況の中、これまでの成果をい
かし、活動を一層効果的となるよう取り組んでいく。

今後の
展望

脱炭素オンラインシンポジウム脱炭素オンラインシンポジウム

街頭で気候変動対策の重要性を街頭で気候変動対策の重要性を
アピールアピール

セミナー・シンポジウム
参加者数 2,100 人
セミナー・シンポジウム
満足度 4.3 ポイント

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 85 ％
 日本全域


